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ギーのことだ。

　ぴかぴかに光ってる通りをぬけて、薄暗くもない空気がちょとつめたい感じの帰り道に、チョ

ビは、急に、あこれはギーだな、と思ったのだ。

たとえば、心細くてしかたのない日があったとする。大切な人や大事だと思うひとがそばにいて

くれて、みんなが笑ってくれて、自分もその中で気のきいた冗談 の一つも言えるような場所でも

、心細くてどうしようもないときがあるとする。そうして、誰も見ていないかえりみち、その誰

もいないのに安心して、そっとた め息をもらすのだ。このままじゃいけないわけでもないし、考

えるほどの余裕もない。

　チョビは今じぶんがそんなかんじだとは分からなかったけれど、そういうきもちをちゃんと言

葉にできないぶん、帰り道路地のふうけいを見る、左右にごみば こが並んでいて、そのわきで歯

をみがいて口をゆすいでいるうつくしいお嬢さんとかのいる、まざったような透き通ったような

空気を見ていたら、あこれはギー だな、と思ったのだ。

　いつも機嫌がいいわけはない、気持ちはすぐにふさぎこんでしまうというか、ちいさな、穴の

ようなものがつぶれてしまう。そうするとその部分は結構愚鈍に なってしまいわからない。チョ

ビは、そういうふうなことを言葉にはできないけれど、帰り道にいろいろかがやくものや、きら

めくものを見ながら、ほんとう は、あ、これはギーだなとおもう。そうすると、かっこうのいい

帽子とか、たくさんの飾りのついたドレスをみていても、瞳はギーをみている、なんて事にな る

。

　それで、しごとのかえりともだちはとなりでそういうチョビを見ていた。帰り道、いつもおお

くともだちにしゃべるチョビが何も言わないでいたので、そのか わり、ともだちは少しチョビ

にしゃべりだすのだけど、返事がないので、ともだちはこりゃだめだなと思う。チョビのともだ

ちはくちをむすんでそのまま前をむ く。でもこのチョビの状態はいつもと同じような、いつもよ

りはひどかない事だ、とともだちは思った。

　チョビとチョビのともだちは同じ仕事をしている。

その日のふたりの仕事はとても少なかった。チョビはまた短いズボンをはいていって店の主人に

怒られていた。短いズボンをはいてくるなといくらいったらわか るのだと怒鳴られた。今日のは

熱をいれたもので、店の主人は二度、三度となく、机をドンとたたいた。そのたびに、チョビは

ふつうの顔をした。

　いつもと同じ、青い生地のおとなしいスカートをはいていたともだちはいくら怒られても同じ

ことをするチョビを店じまいのほうきをかけながらこれまたいつ ものように脇のほうでみていた

。すこし肩をすくめる合図。いつもと同じ、気にかけないふうで、直立したままほうきをかけて

いるともだちの横を通り過ぎる チョビ。いつになっても仕事を覚えようとしないチョビ、要領が

わるくて主人をつかれはてさせているチョビ。

　ばかなチョビ。仕事だけじゃない、いつだってどうしようもないいろいろなことをする。のろ



まで、変なところだけみょうにはやい。つねにおうせいに動く チョビ。そのいろいろなこと、無

駄なことはきっと誰のやくにもたたないのだ。しょうひばかりして生産せいがまるでない。

　チョビのともだちはそういうチョビのせいしつをよく知っている。いつまでたっても仕事をお

ぼえない、ばかでだめなチョビ。遊ぶ以外にろくなことをしな い。だから、ともだちの賞賛は勝

ち得ない。

　チョビにしてみれば、おこられること、そのたいろいろなことはすぐ忘れがちなことだった。

だから、ばかだといわれてもしかたがないところがあった。馬鹿 という本当のいみも、よく分か

らないところがあった。それだけとあるものごとを信用をしているところがあった。

　いろいろなことはすぐわすれてしまう。勝手にわすれてしまうのだから、とどめようもない

のだ。

　チョビはその日ギーを思いひとりはないきを荒くしていた。ともだちの視線はそういうチョビ

を素通りして、向こうの家の軒下でかみのぐあいを見る犬をつれ たおんなのひとにむく。「ギ

ーか、ギーだね」とともだちはひとりごちた。それから主人に頼まれた明日の包み紙をよいしょ

と持ち直す。これがぬれてはたいへ んだ。

なにもひいきをするわけではないが、しかしだれがどう見たってチョビのともだちはチョビとく

らべいつも申し分ないはたらきをしていた。それにくらべれば、 チョビのはたらきぶりは仕事と

いえるしろものではなかった。チョビはまるきりやくにたたないのだ。まるでやくにたたないた

めに仕事に来ているよう。誰が見 たってそう見るだろう。チョビにやる給料の半分はともだちが

かせいでいたのだと。チョビはどじをふんでばかりで、ほんとうにろくなことをしなかった。

めっ たに商売にこうけんすることはなかった。チョビは本当に仕事ができなかった。チョビは本

当にだめなやつだった。

　主人はそこでともだちとチョビを一緒に働かせることにしたのだ。ともだちとなら、と主人は

おもった。あのともだちとならばチョビも誰にもめいわくをかけ ず、よい働きをするだろう。雇

い主としては解雇する以外の、とうぜんといえるしょちだ。ともだちはチョビの紹介で仕事に

はいったわけだし、なかよしだし、 一緒にはたらくということに不自然もなかった。だまされた

かんじもない。あさはかだという実感もない。はじめから、あきらめているのだ。

　そのように怒られてもへこたれないチョビ。なにをやっても、駄目なチョビ。

「ねえ、あんた、またやったの？」

「またやっちゃった。またやっちゃったよ。」

　くろいかばんを持ったチョビがなんでもないふうに包み紙をもったともだちのほうに答えた。

誰でもひとめでわかる。くろいかばんをもった、派手なかっこう をしたのがチョビで、背の高い



、地味なかっこうをした女の子が、そのチョビのともだちだ。

「あんたばかねえ」

　ともだちはくつをけってなおした。それから口をとがらせて、通りで下をむく。ともだちはさ

んしゅうかんまえからできていた、ほっぺたのできものをゆびで さわった。チョビは口をいちも

んじにしていて、ともだたはチョビ脇の頬にちいさなむしがとまっているのをみつけた。

「あんた、ばかねえ。チョビ。あんたみたいのはいっぺんのうてんをうすでひいて、死んでしま

えばいいのよ・・・・グシグシ」

「へへ。そしたらなおるかな」

「なおるよ」

　街のショウウインドウを眺めるのがチョビの楽しみだった。少しはきにすればいいのに。とも

だちは思った。少しは気にすればいいのに。いつでも、どこでも 自分は怒られていること。少し

は傷つけばいいのに。みんなに笑われて、ばかといわれること。なんでもわすれるくせ。少しは

かんがえればいいのに、そのス カートはたいしてかわいくないんだってこと。少しはかんがえれ

ばいいのに、そのスカートをはいてくることでいくらの得があって、どれだけそんがあるかって

ことを。

少しは考えたらいい。

「へへへ、あの服きれいだな」

　そうやってくちを舐めるチョビには、わるびれた様子がない。今度はまたべつの店のまえでじ

っとしている。たまにガラスにおでこをごつん、とぶつける。よ く磨かれているからだ。それで

わらう。おかしくもないどじぶりだ。ガラスには汗だかお粉だかがこびりついてしまいともだち

がそれを服のそでできれいにふい た。ふいたさきには、さっきまでチョビが見ていた商品らが飾

られている。

　そうやってうろちょろして、変な化粧をしてきて、つんとすましたようにして表通りを歩いて

いるとき、ともだちは上目遣いになって口もゆるみがちになって しまってチョビのうしろをズル

ズルひっぱられて通りを歩いているとき、チョビの肩にはきずの入ったバッグをかけていて、そ

れをブンとまわした拍子にあたま にぶつかったとき、チョビは、あ、こりゃギーだ、と思ってい

たのだった。

　チョビがいくら派手にしていて、いくらばかでも、なにかがこころぼそくなっていたのかもし

れない。でも言葉にできないぶん、チョビにはそれはどうなのか めいかくに分からないけれど、

そのようにむぼうびで、誰も相手にしてもらえないときのチョビはどうもかわいい男の子みたい

だと、ともだちは考えているふし があった。

　ともだちも、そういうときのチョビはせつないし、大切だなと感じる。ともだちはそういう、

男の子のようになったチョビを、かわいいという気持ちになるこ とがたまにでもあるので、チョ

ビのことをてっていてきには憎めないでいた。



　そんなことよりもなによりもまず、ともだちはいつどんなときもチョビのともだちであるとき

めていた。それは損得のもんだいではない。ふたりはだいの親友 であると、二人のどちらかでも

親しい人ならばそう言うだろう。チョビだってかるぐちしかたたかないけれど誰よりもともだち

を頼りにしていたし、それはほん とうのことだった。

　その証拠になるかわからないけれども、チョビはともだちがいないとすぐこころがだめになる

ように体を売ったりする。すぐに悪い薬をやったり、熱い火のか たまりを自分の手にあててみ

たり、すぐ体をいためつけるようなことを平気でする。ものをぬすむことがある、ときには自分

だけでなく人をいためつけるような ことにもなりかねない。そういったことが悪いことで、悪い

ということがどんなことで、邪悪というものがどういうそんざいか、チョビにはわからない。ば

かだ からわからないのだ。

　チョビにはとても優しい親がいてとても優しい兄弟がいて、あたたかい、とても優しい家庭が

ある。でもチョビは自分にとって、為にならないことばかりする のをいつまでたってもやめない

。ちょっとめをはなすとすぐそうだ。きっとばかだからだとともだちはおもう。ばかだからだ。

神さまを信じないで、ばちあたり で、あやまりもしない。ともだちはそれがいつも我慢ならなか

った。おそらくそれはばかだからだ。神さまのことがまだもっと好きだったころになら、きっ

と毎 日ともだちはチョビのおこないを見てはぎしりをしただろう。とても大きくはぎしりをした

だろう。でも今はしない。

　今度の仕事だって、と、ともだちはおもった、今度の仕事だって、からだを売るような仕事だ

とおもったのだ。チョビはいつも平気な顔をする。いつまでたっ たって、うたがうことをしらな

いのだ。そういうときは、すこしだけ、てんしににている。

　でも、例えば、色のはでなわけ知りがおの奴の話をきいたりして、あらそう、なんていって、

知ったふうなそぶりをみせてばかなことをたくさんするチョビの こと。それでも、ある日には、

だまされたりする涙にくれて、かみさま、本当にほしいものはなぜ手にはいらないのですか？な

んて恥ずかしいことを言ってそう いう時だけ泣きながら神さまにすがって祈り願い事をして地に

手をついて自分についてあやまったりする。

かみさま、本当に、ほしいものはなぜ手に入らないのですか。

　ともだちはそういうセリフのことを考えるとあしの裏がじりじりする。おまけにがまんならな

くなって、その場にいなくなりたくなるのだ。くつうのあまり笑 い出したくなる。笑ったまま通

りを横断してそのまま裏通りへと消えたくなる。

　そういう言い回しがあること、あってはならないことをともだちはよくよく考え、よくよく考

えたそのことがまた苦痛になって、くつうがくつうを呼び寄せ、 足のうらがすこしこげついたか

んじでじりじりする。きっとそれは、ともだちのライフスタイルなどにかかわる重要なぶぶんだ



。わたしはチョビではない、そん なことはするべきではない、したくはない、何というか、ぜい

たくだ。さらに、そのぎもんはチョビにも及ぶ。できれば禁じたい。でも、そういうことだ

って、 もうめったなことでは言わない。

　どうせ表面的なことだし、言う機会がないのだ。

　仕事がおわり、ふたりはとある交差点で別々の方角へむかってかえってゆく。ともだちは家に

かえって部屋のそうじをするつもり。チョビは、これからひとば んじゅうかかってギーのこと、

それにまつわる様々なことを思いだし、考えなければいけない。チョビはそれを平気でやっての

ける。そういうチョビのことに、 ともだちはじつはかんがえがおよばない。チョビが一人でいる

ときの、そのかんがえや、思い出にたいして、ともだちには考えがおよばない。いつもどおり、

チョビはだめなんだと思うだけ。しかし、チョビは、これはギーだとかんがえた。このちがいは

、ふたりに、どういうわけかおもくのしかかってくる。

　そうしてよるはふけてゆく。



２

ギーのことを話すまえにふたりのことをすこし。

　ふたりの仕事は包み紙をアパートとかマンションとかに行って届けることだけだ。一見してみ

るととても簡単な仕事だ。時間もあまり急がないし、歩いてでき る仕事。簡単なようだが、チョ

ビにはむつかしかった。チョビにぴったりだぴったりカンタン、なんてことはないからだ。とも

だちはいう。

「このあいだはぜひ持たせてくれというから、しかたなく持たせたたまごを、よそんちのへい

にぶっつけて全部割ってしまった。私の顔は青くなり、チョビの顔 は青くなり。とにかく行って

みると届けなければならない相手が優しいおばあちゃんだったからよかったけれど（チョビはぼ

ろぼろに泣いて謝って（わざとでは ない）、それで結局おばあちゃんにお茶に呼ばれて笑いがお

でにじかんもあぶらをうったのだ）、そのおばあちゃんの、新鮮なたまごを食べることがたのし

みだ というその言葉にいつわりはなかったし、またそれでもかまわないんだよ、というおばあち

ゃんの言葉も、また嘘じゃあなかった。

　わたしが店主にそのことを言うと、チョビにたまごを渡すなんてふちゅういだ、とわたしがさ

とされた。これからはよくよく注意するべきだと。さとされたの はわたしで、チョビではなか

った。」

　でもときどきは危ない仕事もある。一度にたくさんのひとや、思い出をもこなごなにする、ば

くだんを投げ込むような仕事もある。そういうときは二人で黒い 服を着る。マジョのようなかっ

こをして、仕事にとりかかるのだ。ふたりでわざとめだつように黒い服を着て、その家その場所

へばくだんを投げ込むのだ。

　ともだちははじめは泣きそうなぐらい怖くて、いやだったけれど、がまんをした。これでへこ

たれてはマズいとおもった。ほかにこれといって仕事がなかった し、どんな仕事にもたいへんな

局面はある、こんなことでへこたれると、誰かに見放されるようなきがしたのだ。

　それでもしかし、泣きそうなぐらいに恐ろしくて、恐ろしさで足がガクガクしてどうしょもな

らないとき、そういうときは、そのとおりどうすることもできな いのだが、そういうときともだ

ちはチョビにすがって、チョビはこしがたたないようでともだちによりかかって、二人で泣く。

ひとがしぬのだ。お互いがお互い に抱き合って足をがたがたふるわせる。お互いがお互いの目を

見て、それが自分ならどうだろう、と思う。そのときのふたりは、いくらふだんしゃれようと

して いても、なさけない顔をしてこしがたたなくなっている。お互いがお互いのなさけない顔を

みて、ひとがしぬのだ、それが、もし自分ならどうだろう、と思う。 とたんに、その人のことが

大切な気持ちになる。それで、軽くだけどお互いがお互いの口をつける。

　ひとびとは、それを見てうつくしいといったり、感心だと言うことがある。よくよくこころえ

るべきだ。そして、仕事をやりとげたあとの感情も、これまた、 いいつくせない。

　でもだんたんとそういうこともなれていく。

　ばくだんを投げ込むといっても、それが彼女らの仕事なので、誰もが許してくれた。仕事をし



ているふたりには、みなやさしかった。仕事をさえしていれば、 わるくいうひとは極端にすく

なかった。「僕も仕事をしてるんだ」なんて、声をかける若いアニキもいる。仕事をしているひ

とにはみなやさしい。食べるために にわとりを殺すのと同じ、どこかで誰かが助かる立派なこ

とだった。みんなそれを知っている。仕事とはかみさまが人間に与えたみわざだ。みなそれを知

ってい る。ばくだんをなげこんで、かなしいのは自分だけだった。それはひとりで、あるいはこ

のものたちのように処理すればよい。どこかで、だれかが、困ってい て、それがたすかっている

。何でもそうだがそのうちなれる。にげるわけではないけれど、体をうるよりはましだ。

　体をうることはなによりもつらいことだった。自分のものだと思ったものが、他人のものにな

ってしまう。ごうよくにうまれた人には耐えられないものだっ た。そういうかんがえのもとで、

ふたりはしごとをしている。

そういった仕事をしている最たるひとが、ギーだった。

　だからチョビは、ほんのすこしだけれど、ギーと同じ土を踏んでいると思うときがある。



３

たまのやすみには、二人は公園へでかけることもある。でもほんとうにたまに。チョビは料理

がまったくできないので、かわりにともだちがサンドイッチとかそ のたのもろもろをつくってで

かけにゆくときもある。

　公園にきたっておもしろいことなんてなにもない、としとったチョビはそう言うだろう。チョ

ビはふけた。昔はそうじゃなかった。でも口に出すことなんて、 どうせたいしたことじゃない。

昔もいまも、こころのなかはがらんどうで、だまっていた。

　ふたりの街の公園はさっぷうけいだ。グラウンドだけが広い。風がピュルピュルそこで円をえ

がいてダンスしているみたいだ。チョビは今日もうそのクルクル をにじゅうごかいも見た。とも

だちが用意しておいたバスケットをあけて、一つ目のにんじんいりのパンを少しかじる。

　チョビはあしをくんで、もの思いにふけっている。ときどきは好きな男の子の話をするときが

ある。そのむかしはそういう男の子のことをダーリンと呼んでい た。そう呼んで、その人につい

ていろいろなことをはなして、やがて夕方になった。いまでもそのひとたちのことをダーリンと

言うこともある。それはもうほん きではない、じょうだんまじりの呼び方でのことだけれど。

「ねえ、サ」

「なにさ、・・・チョビ」

「あんだかわかんないけどさ、あのローラースケートしている少年、きれいだね。きれいだとお

もわない？」

「そう？私はそうは思わないよ」

「そりゃ、あんた目がくさってんだ。サ。いつも思うんだけどさ、あんたものをうつくしいだと

かきれいだって思うことないんじゃないの。ほんとうに。サ」

「たしかにあんたほどはないね。・・・チョビ。」

　公園の外のアスファルト道路で、ローラースケートをしていた少年はころんで、それを笑った

ゴムボール持った少年を追いかけて、公園に入ってきたところ で、少年はもう一度ころんで、ひ

ざをすりむいた。

一度にたくさんの痛みをうけて少年はうずくまった。

「ああ」

それをみて声をだしたのは二人ともどうじだった。

「どじだな。ちを出してる」

「そんなこと言ってないで、手をかしてあげなきゃ」

「大丈夫だよ。どうせ死に至るような傷じゃないじゃない。死にはしないのだ。」

「でもだって、泣いてるよ。」

　ゴムボールを持った少年が、ころんで血をながしているローラスケートの少年を見て口をあげ

て高らかに笑った。さっきまで泣いていた、ふたつの痛みを一度 にうけた少年が、笑ったゴムボ

ールの少年ににとびかかって、そのままポカポカ、大げんかになってしまった。ゴムボールの少



年は、余程おかしかったのか、ま だ笑っているのだ。

　チョビはゆびをたてて、うすめをしてそれを見ていたが、それもすぐやめた。

「しかし、最近どうかね、サ。どうだい、なにかあったかい？なにか変わったことは起こっ

たか？」

「どうもこうもないよ、だっていつもあんたとわたくしはくっついて一緒にいるじゃないか。ど

うもこうも、あるわけがないじゃないか。あれだけくっついて て、別のなにかおこるってのか？

わたくしにはわからないね。」

　チョビはどこから取り出したのか、ちいさいサテンの布をちらちらさせて、ともだちにいった

。顔は口をあけ笑っていた。

「ヤーヤー。そんなこともないんだよ。サ。あたしってのは、サ、あんたが寝ているあいだに、

そのナントイウカ、かっぱつにかつどうしてるんだから。サ」

にがにがしくもともだちはチョビをみやった。グラウンドでははらを殴られたゴムボールの少年

がふっとんでいる。

「うそだ」

ベンチにたばこをもみ消すともだち。

「ほんとだよ。最近はよく夜中にギーたちの店にいくんだから。ほんとだぜ。」　ローラースケ

ートの少年はたおれたゴムボールの少年の両腕を両足でおさえ て、ローラースケートの柄のぶぶ

んでかれをぶん殴った。チョビがギーの店に行くこと。

「それはうそだ。うそだ。」

　それはうそだ。ギーたちの店、ギーが持つ店、ギーがよく行く店、なんてものはない。だい

たい、ギーたち、なんていうのが、うそくさい、

　チョビは騙されているんだ、と思いながらともだちは、ショールをかけなおして、ジュースの

ふたをキシリ、とねじった。

「ああ、あの少年たち、ついに警察のごやっかいになったよ。ばかなんだ。ほんとうにばかなん

だな。あたまが。あの少年たちも。ついに警察がくるまで喧嘩す ることをやめようとしなかった

んだもの。ずっとけんかして。けんかばかりをして、ああいいうのは一生を喧嘩としてすごすん

だよ。ばかなやつらなんだ。

　ひとがあらそうのっていうのは、みにくいね。そうおもわない？サ。ちをながして、どじでさ

。ばかだとおもわない？。わたしはそうおもうね。それをうつく しいなんていうことをいうひと

がいる。よくよく心得るべきだ。

　それはないよ。おおなしだよ。

　子供がさ、かげんをしって喧嘩するってあれ、うそだよ。おおうそだよ、そんなの」

　子供って、あんただって、かわったもんじゃないだろうに。ともだちはまたショールをなおし

てから思って、今度はふたつめの、こんどはさくら入りパンをか じった、風がほこりをはこんで

きて、口のなかが少しジャリジャリした。

　警官がローラースケートの少年の片腕を持ち上げて、鼻血を出しているそれを拭いた。チョビ



はいつもの写真をとるふうなそぶりをみせて、わきを見ずいって みせる。

「ああ、ああ、ああ。ごらんよあの出血とどろまみれをさ。あれじゃあいい男もだいなしだよ。

みにくい！じつにみにくい！はなから血をだして。もったいない ねえ。つくづくもったいな

いよ！」

　公園ではもっと小さな子供たちが、りかいできないふうな遊びをはじめて大笑いをしていた。

じゃんけんで負けた（あるいは勝った）一人の少年（あるいは少 女）にみなが一枚づつ自分のジ

ャンパーを着せてゆく。着せられたのがもう年長のもののジャンパーも着せられないぐらいの枚

数（だいたい九枚）をかぶったと きには、もうみんな大笑いしているのだけれど笑いながら真ん

中の一人のやつがふらふらになって倒れる、たおれても太っているので痛みはない。子供のひ

とり がギーといって指差す。こんどは、もう一枚（なかには下着をぬぐもの、までいる）着てい

る服をかぶせる・・・。

　ふたりはどっちということもなく立ち上がって、たべのこりなんかをごみばこにすてた。寒い

のに天気はよくて、雲ひとつみつからなかった。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　それから、ゆうがた。二人は小さなドーナツ盤のレコードを古道具屋から一枚、どれでもいい

から適当に拝借して、ともだちのアパートでならす。

　曲はロックならどうでもよかった。どういうわけかともだちのレコードプレイヤーは、ある一

定の時間がすぎると回転が異常にあがって、曲にならなくなる。 それを聞いて二人は顔をゆが

めて、そのうちきぶんがよくなったところで、ロックのドラムのリズムで踊りだすのだ。コン

コン、カタカタ。小さなスピーカーか らはそんな音がなる。

　レコードはさらに回転をあげて、小さいスピーカーからはポコポコと小さい音がでている。も

う曲もあまり聴いていない様子。二人はおどって、その大きいお とはアパートの床をつたって、

ドンドンドン、おんぼろアパートの入り口のポストのくちがバクバクゆれる。

ドンドンドン

　チョビは小さいからだをゆすって踊る。ドンバタバタ。ともだちもクルクル、輪を描くよう

に踊った。よそをむいて首をふる。またに手をつないでおどる。ふ たりはなかよしだ。

カンカンカン。

　上のへやの、生物の研究をしている紳士が床をたたく。きみたちうるさいという意味だ。チョ

ビは首をよこにゆらして、ときどきピョン、とジャンプする。 ピョンと飛んでも、落下するとき

の音はドシン。



ドンドン　トントン　カタカタ

　ロックのおどりは雨漏りのようにはじめぽたぽた、ぽたぽたとすすんでゆく、その音はだんだ

んと大きくなっていって、しまいには大洪水になって、アパート じゅうをゆらすまでの激震と

なる。

　回転するチョビの右手とともだちの左手がぶつかってぺちんといっておとがなくなる。くるり

と一回転したぎゃくの手がこんどはばちんといって、思い切り衝 突して、ふたりの手はまっかに

なる。このときにすこしともだちの顔がゆがんで、あかくなる。かいてんのスピードもいきおい

もどんどんはやくなる。クライ マックスはもくぜんだ。こんどはぐるぐるうでをいとまきにして

まわす。むこうずねをおたがいくっつけあわせて、スピードはぐんぐんはやくなる。

音がうるさいのにがまんしていた下の部屋の奥さんがどなった。

「なにやってんだいあんたたち！うるさいよ！いいかげんにしないか。いったい今なんじだと

おもってんだい？このバカども！いいかげんにしないか。このバカ ども。このバカども・・・」

　ともだちはその声をきいておもわずにが笑いをもらした。チョビはまじめになって、いつもの

、何が起こっても平気、というつらがまえをした。

「このばかども、このばかども、このおおばかども！うるさい音ばかりたてて、わたしとこども

たちのすいみんをじゃまするんじゃあないよ！とっととやめる か、そのばで死ぬか、よそへひっ

こしてそのへたなダンス教室をするんだね、うるさいんだよ、このあばずれたちが！」

　二人を傷つけるつもりの悪口はとどかなくて、二人はまだまだ踊り続けるつもりで、こんなこ

とが夜二時すぎまでつづいて、おそい晩ごはんをたべて、ふたり のいちにちがおわる。



４

　さて、ギーだ。ギーの話をしよう。

　ギーはゆうめいなおとこだ。ちょっとでもテレビや、ラジオのスイッチをひねってみたまえ。

そこにはなんびゃくものギーのにせものがいる。

今ある既存のスタイルはギーがほとんどつくった。ほとんどギーだ。ギーのこうせきははかりし

れない。いろいろな古代の財宝をもたらす義賊のようなものだっ た。ギーのにせものも、だから

かたみのせまいおもいをせず、ギーのスタイルをまねた。ギーもそのことについて思うところは

なかった。とうぜん富や、名声は おのずとギーに溜まった。ギーの言葉はたいへん影響力があ

って、総理大臣や王様も、そのはつげんには一目をおいていたほどだった。

　ギーはチョビのあこがれの人だ。たまたま、二人が仕事で、人間が住むような、入り口には立

派な観葉しょくぶつのある住宅街に行ったときに、チョビが信号 のコンデンサーに貼られてい

たギーのビラを手に入れた。そこにはギーと、ギーらしきものが載っていた。

　それを見てそれからチョビはギーにぞっこんになってしまった。そうすると、生活のサイク

ルが、ねてもさめてもギーになった。ああ、ギー。と息つくときに はいう。いとしのギー。それ

でいちいち思い出すとしゃっくりのように動きがとまるのだ。

　その状態たるや、心臓はどきどきとして（しかたがないのでともだちはうちわであおいだり、

水を汲んできてやらなければならなかった。ときには朝食のした くも必要だった）、顔が際限な

くゆるんだ。

　そういうとき、よけいなことすらしないような、まったくつかいみちのないチョビはかわいか

った。二三日なんのつかいものにならないけど、ともだちはそう いうチョビのことをなによりか

わいいとおもったし、なかには抱きしめてやりたい、と思うときだってあった。

　はじめのころは、そうだ、はじめのころ彼女がチョビのともだちをはじめてまもないころは、

チョビのともだちはチョビをよく女の子がするようにかわいがっ たものだ。よくあたまをなでて

やり、くちうつしかなんかで水をのませてあげたり、お金があるときはごはんをごちそうしたり

、そうでないときはおべんとうの おかずを半分あげたり、いろいろサービスをした。

「ギー」

チョビのうなりごえ。

　こいをすることは自由だ。ましてギーなど。ギーを相手にこいをするのは、自由だというより

もそれがギーの仕事の三分の一ないしは五分の三だったのだか ら。

　でもチョビはすごくみにくい顔をしていた。そりゃ、だれもがこいをしていいかもしれない

がな、とともだちは思う。

化粧をとるとチョビはつぶれた食べ物のようで（ともだちがいうには）こんな酷い顔本人をふく

めて誰も好きにならない、といったふうだった。肌は（ともだち がいうには）みそを塗ったよう

にでこぼこのときがあった。



　それでも（ともだちがいうには）さえない、へんな男がチョビをちやほやしたりはやしたり

した。そいつらは誤解してんだ、とともだちはよく思った。あんな 男どもよりも、自分のダーリ

ンのほうがいい男だ。ともっと若いごろには思うときもあった。いまにしたら、それも恥ずかし

いことだけれど。とにかく、この件 にかんしては、いつもと同じようにこうりょ外のことだった

。ギーなんていうのは、もう雲の上のそんざいだからだ。



５

　ブルースたちがまだちまたを駆けめぐっていた時期だった。世の中は経済的に不況で、どこか

の王国の国王や、大統領や、総理大臣が暗殺されて、戦争はまだ 終わることを知らない時期だ

った。

　いまやブルースは前時代的なしろもので、黄金時代のものとはほど遠いなにかだった。しか

しギーを生んだのも、そのオーゴンキのブルースの土壌があったか らだった。なんにんものチョ

ビみたいな子が、でっかいおしりをかくすようにしても、はちきれるようなホットパンツをは

いて、ブルースのおとこたちや、女の 子たちとチュウをしたり、むねをもちあげたり、もっとも

っといやらしいことを何回もして、化粧などして金をかせぎ土壌を築きあげていた頃のことだ

った。ブ ルースはノリにノリまくっていた。

　ブルースとギーはそういう時代に育った。ギーがブルースの井戸から、ふしぎなせいめいのみ

ずを、でかいバッタでもつかまえるみたいにくばってあるくの か、そうそうおそいことでもなか

った。お金はほどなく貯まった。

　ブルースとギーはそういう時代に育ったから、チョビみたいななんまんにんものギー好きた

ちは、そういう時期そういう時代を追いかけるようなかっこうをし ていた。

　チョビがこないだ「ギーの店」といったのはそういう時期の雰囲気を持っている三十件ある建

物のうちのひとつだった。

　その時代、ブルースの時代ならブルースの時代をおいかけること。それはそれでとても大きな

お金がうごいて、立派なきかい、立派なふくそう、背広をきた立 派なひとびとの生活をうるおす

立派なしごとだ。

　それでどちらかというと、汚いかっこうをしてうるおっていないチョビとともだちが、仕事の

かえりにその「ギーの店」（たぶんにせものだろう）にきて酒を のんでいる。

「ヤア。いいね、ヤア。ヤア。いつきてもサ。ここ。フウ。いいねえ。ホウ。ね、そうおもわな

いか？」

「うん。そうだねチョビ、だからってあまりのみすぎるんじゃないよ。あんたはさ、お酒にお強

いか、お弱いかっていったら、ずのうとおなじくお弱いほうなん だからさ。わかってんの」

「クゥ。なんだかいきなりくちうるさいこというなよ。くやしげな。あんたおねえちゃんみた

いじゃないの。フウ」

　店はこの街で一番有名な服のメーカーのディスプレイがある二件となりの、模型店の地下に

ある。店にはいろいろな装飾をした、飛行士やらアラビアの王様な どの模型が飾られている。

　店のなかは暗くて相手のかおはよくは見えない。ときどき、マッチをつけたその顔がぼう、と

きみわるくうつるのみだ。

　マッチ遊びをしていたペルシアの服装をした兄さんが、それにも飽きて焼いた指輪で店のかべ

に傷をつけている。しばらくするとボーイがとめにはいる。

「おきゃくさん、こまりますよ」

（とかなんとかいってるんだろう）



「うるさいね」

とかなんとかいってるんだろう。音がじゃまで何をはなしているのかは分からない。

　ともだちがひまをもてあまして、ピアノ線でつり下げられていた初期の飛行機の模型をくるく

ると回す。すると飛行機の尾翼のいちまいがひとつおちて、とも だちがにがわらいをもらす。

　チョビはだるそうに奏でられている音楽にしずんでゆく。うなだれて頭をななめにふる。だら

しない、かおだ。

　店の中では変則的ブルースが流れていた。とても近代的な、新しいブルースだった。新しい時

代のブルース。ブルース。

　チョビも、ともだちも、新旧を問わずブルースというものが大嫌いだった。古典的ブルース、

抽象的ブルース。へどがでる。芸術的ブルース、装飾的ブルー ス。荘厳なブルース。へどがでる

、というきたないことばがブルースについてならば平気で口をついででてくる。

ブルースなんて大嫌い

ブルースなんてしんじまえ

ブルースなんてバカヤロ

ワッハッハー　ワッハッハー

ブルースなんて陽気だよ

ブルースなんて楽しみだ

ブルースなんておかしいなあ

ワッハッハーワオワオワー

ブルースしねしねブルーゥース

それがまた、巷に流布してべつのブルースにる。

ブルースはブルースを生むようにできていた。こんなふうだ。

　東のそらでブルースが死んじまった。ワアワアワア。ブルースがおちてくる。腐ったブルース

。おもろいブルース。ワアワアワア。その腐ったブルースはにせ ものだ。ワアワアワア。ブルー

スはおまえさ。死んだボーリングピンのブルース。そんなものはにせものだ。ブルースはおれさ

。ブルース、ブルース、ブルー ス・・・・・・

ブルース

　チョビがウィスキーのダブルをおかわりする。

「ハァ。ほんとに、こういう音楽にはあきあきだよ。フウ。あきたあきたあきた。もうひとつつ



けたらばあきたよ。そうおもわない？。サ。あんたのふくそうと 同じ。まいにちまいにち、なん

まんかい何十憶かいおんなじことばかりで。クゥー、ちきしょうめビ・バップは流れないのか」

　ボーイさんにもらった氷を、歯のはじでがちがりかじっていたともだちは、うつむきかげん

になってしまい、ズルズルとチリソースをすするチョビにみみうち する。

「おい。チョビ。おい、チョビ。なにがギーみたいな店だよ。チョビ。あんたこのままじゃおお

うそつきでおしまいだよ。チョビ。このままじゃ、あたしとって も暗い気持ちでかえるみたいだ

。どうしてくれんの。金かえせ。このくちわる。」

くちをまっかにしたチョビが上のランプをながめながらなげく。

「そんなけちなこというなよ。いいみせじゃないか。みみをふさいでいてよ。お酒おいしいし」

　たとえばブルース的に文章をつづるとこんなふうだ。

　あさ、ブルースが、ブルースとブルースしていた。ああ、そうさブルースがもってたブルース

っぽいやつだよ。とってもブルース。どうしょもないブルース だったよ。でっかいブルースを

ブルースしてました。それでブルースたちは、ブルース的ブルースを行いました「なんたって

ブルースなんか」。それでブルース たちはさらにブルースを手に入れて、ブルースになった、そ

れでブルースになった、それがブルースになった・・・・。

　にさんにんのカップルが音楽にあわせて、手でわをつくってそれをまわすようにして踊る。肩

はだんだんと下にしずんでゆくようで、からだをつけあったり離 したりする。いやらしいおど

りだ。

　それをみてチョビに似た老人がひたいに手をあててこれは見ていられない、これは俺のせいな

のか、誰がわるいわけでもないのに、というそぶりをする。チョ ビはとなりのにんげんにもらっ

た鉛筆でなにやらわけのわからぬ計算をはじめた。ブルースはまだつづいていた。ブルースが流

れたためにとある男は幸せにして やれない故郷の母親のことを思いだし、泣いていた。いまでも

その母親は立派になってさとがえりをする自分を信じながら待っているからというのだ。とな

りで はしゅうだんで農場を経営する恋人どうしたちが抱き合ってすまたをしている。ブルースは

農場を経営する恋人たちをつつみまわす。

　ブルース。曖昧でいやらしいもの。みわけのつかないもの。だからふたりはブルースがきら

いだった。

　だからふたりのうたいたいうたはたいていブルースじゃなかった。もっと幸せな、明確なこい

のうただった。よくあるポップス。こいの歌。こいは憎しみと区 別のできる、はっきりとしたな

にものかだ、ブルースみたいにあいまいじゃない、というのが二人のじろんだった。

「おきゃくさん、こんどかべに傷をつけたらべんしょうしてもらいますからね」

男が伝票を書いている。ブルースがはやくおわらないだろうか。ブルースが、はやくおわらない

かなあ。

はやくおわらないかなあ。



６

　でもまさか本当に来るとはおもってもみなかったのだ。

　ギーが登場したのはその日五分くらいで、しゃべったのをいれて六分三十二秒くらいだった。

いつでも冷静なともだちが、どぎまぎとして、ジュースののみか たの順序を間違えたくらいだ

った。チョビは麦茶とウィスキーを間違えてのどがかわくためにがぶのみしてほんとうに目をぐ

るぐるまわした。「ゆうしてっせん はじまっていらいの！」とチョビは何度もくりかえし声をか

らしていた。

　店ではその手のチョビたちと同じような客が同じような理由でおおざけを飲んでしまって、ビ

ールの配送会社と帰りのタクシーがこんらんし、いくらかのそん がいをこうむったという。

なかには泥酔しているために乗車拒否されるものもいた。もちろん、チョビもそのなかの一人だ

った。

　（まぐれとはいえ）その日は記録的な、伝説的な夜だったのだ。
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かえりみち、今日のかえりみちはチョビはよっぱらってしまっていて何も言えない。

いつもの月が出ている限り。今日は良い日だ、何もいうまい。げろを吐くばかり。いつもの坂は

つらいので今日は帰らない。うらの、じりじりとした斜面の通り を歩いていく。つながらないよ

うに歩いていく。はがれないように二人はあるいてゆく。ごみばこに足をつっこんで、歩いて

いく。

「ばかチョビれ。そんらり飲むな。そんれ、さわぐなバカ」

　よそ行きの、黒いシルクのスカートをまくしあげて、ふとももまで片足をごみばこに入れてい

るチョビが、信じられずに、つき放されたようにともだちを見 る。

「ばかばかいうなよー、あたしあ、こいでもあんたをすくっちゃってんだよう。あんたを。ばか

いうなよなー。すくっちゃってんだ。のい！れいをいうんだー、 サ」

おどろいたチョビをすぐむかえにいってともだちがむねにいだく。

「わかってる、わかってんだよチョビ、あたしのことを、今すくってくれてたんだね、わたしの

かわいいチョビや。こっちおいで。チョビや。チョビ」

「マーマ！」

　仕事で恐ろしい目にあうときと、酔ったときには、ふたりはだきあってじょうねつてきチュウ

をする。マーマ。（いないわけでもないのに）チョビがマーマを 思いなきだす。じょうねつて

きチュウ。

　チュウ、チュウ、にかいでは飽き足らない。情熱的なチュウをする。ともだちがちからいっぱ

い抱きしめて、その強さでチョビの肺はぽきぽきとおとがなっ て、チョビはせつなくなってとも

だちのむねのなかで泣いてしまうほどだ。

　よくよく悪口をいいながら、二人は強く抱き合ってチュウをする。悪口をいって、だいきらい

なかんじでも、二人はチュウをすることに夢中だ。キスをしなが ら、クモのようにしたともだち

の手がチョビのせなかをつかまえる。たじたじになって、チョビはくつのかたあしをおとす。

キスはまだつづいている。

　フウフウ。つかれたチョビがくちづけする歯のあいだからよこに息をもらす。ともだちは、

ちょっと目をあけて、どこを見るかといえば、汗をかいたおでこで そらをみる。

　街の天上はすみわたっていて、おつきさまがまあるくわをつくっている。おつきさまが見守っ

て下さっているようだとチョビが言った。今日のこの日のことを わすれないでいましょうね、と

ともだちが言った。ぎーだ。とチョビがこたえた。

　ぎーのいるまちぎーのつくったまちぎーのそだてたせかい。おおげさだが、チョビはもうそう

いうかたちでよのなかを見るようになっていた。ギーギーギー。 クモのような手がちょびのせな



かをたじたじにする。今日のこの日をわすれないでいましょうね。ギュッとつかんで、関節がポ

キポキおとをたてる。そらをみれ ば月だ。いくらかひびがはいっている。

　すばらしい！チョビが感嘆の声をだす。ここは大都市くうかんですぞ！

　なによお、もう！よっている友達がぶつくさもんくをいってチョビのにのうでをつねる。いや

ねえ、もう。ぶちこわし！チョビはねむっていた。

「ギー」

　ぐずぐずとかべぎわで沈んでゆくチョビがいびきのようにぎいと言う。ともだちも、ねいきの

ようにキーと小さな声でいう。路地裏でぞうきんのようになって いる二人を邪魔するものはい

なかった。ぞうきん以下の存在のふたり。

　チョビは言葉にならないような夢をみて、思い切りねがえりをうって、それが縦置きにしてあ

ったローラーカーを倒した。倒したローラーカーは反対側にあっ た水道管（らしきもの）に直撃

。直撃したパイプから小さな五ミリほどの穴が空いて、そこからぽたぽた、眠っているチョビの

ひたいに水が垂れる。いちどひず んだパイプからまた別の水もれあながあいて、今度はジャー、

と一定の間隔でひっくりかえったような水がながれる。ジャー、どしん。二秒間隔のその水が、

運 悪くチョビのせなかの中に入る。

「ギャー。チベタイ！しとごろし！」

暴漢が襲ってきたのだとおもったともだちは、とっさにかばんに隠していたナイフをとりだそう

として、ぬかるみにつかまってすべってひざをすりむく。すでに あばれまわって二三度も泥に

つかったチョビが、ゾンビーのようにみにくくあたりをふらついて、ベチンと今度は顔面をうつ

ように倒れた。ぞうきん以下のふた り。

「どこどこどこどこ？」

「ブクブクブク（なんでもない）」

　みじめだな。でもそのみじめな顔を上からふってきた水がながしてくれる。今日という日をわ

すれないでいましょう。あらいながしてくれるそばから、足下で どろみずになってくつの下をど

ろどろにする。よごれた顔はいつかきれいになった。でもみじめさはのこるのだ。みじめだなあ

。ギーよ。

　チョビはころんですねをけずってしまい、犬みたいに舌を出していて、またころんで、口をか

んでしまった。しばらくその場にへたりこんで口をつぐんでいた チョビが

「いやあなあじ！」

という。チョビはもう立ち上がることができなかった。
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「ねえ、サ」

「なんだよ、うるさいな。いちいちあんたのからだはおもたいんだよ。すねをけずったからっ

てね、あるけなくなるんじゃないよ。このトンマ」

「まあそういうなよ。ところでだ。ところでだよ、ねえ。ところでたとえば、このよのなかのひ

とはさ、なんでみんなこうもふこうもちなんだろうね。そうおも わない、サ。」 

「あんたほどの目方をもったふこう人はいないよ。それに、あんたがいうほどみんな、ふこうじ

ゃないよ」

指をさすチョビ。眼前には月がある。

「まちをみてごらんよ、ギイ」

「ギイなんてよびかたするなよな！」

「いいじゃない！」

「ギーにあえたからって、調子にのるなよ。ギーにあえたからって、調子にのるなよ。そういう

のは悪いことがおこるぜ、調子にのるなチョビ。そういうことは 悪いことだぜ。おい」

「まあ迷信ぶかい！。ねえ！まちをみてごらんよ、そしたら、すぐわかるぜ、そんなこた。この

あいだ、あんたの家のアパートから、まちをごらんじたんだよ、 あたし。それはね、景色がいい

けれど、笑いがおがあるけれど、その裏には、暖かい暖炉の下に、しみがあるみたいにさ、ふこ

うがへばりついてるんだよ。きた なく。

　たぶん、そのことと、みんな大切なものがひとつぐらいしかないってことと、関係があるっ

てだって、あたしはふんだんだよ。ねえ、そうおもわない？」口を つぐむともだち。

「！」

「だって、おまえ、ゴージャスなことなんて、そういうこと考えろってったってさ、ひとつぐら

いしかうかばないだろ。このよでただひとつのほんとうに良いこ と。こうふくなこと、ゆうふく

なことなんて、そんなひとつぐらいしかありゃしないじゃないの。ほんとうのこと、家族がいて

健康なこと、じゃあ、家族がいて 不健康はもうふこうかい？ふこうだね。」

「チョビ、あんたにしちゃ、ずいぶんと学がおありだね」

「じゃあ、ふこうは、そのだいじなひとつがないことなのさ。そうやって、明るい場所ができる

暗いところもできて、うらおもてができちまう。いやあな。だか ら、こうふくなすがたをしたや

つらは、みんなあたしにはふこうだって、わたしはこうおもうね。」

　もうろうとした意識のなかで、ともだちはむねをはって座っているようなチョビのすがたのこ

とを考える。

「どうだい？、あたしのともだち」

「そりゃ、少しは思うよ。そういうこと。そういういろいろなこと。不幸だってこと。ゴージャ

スなこと、影みたいにあるしみのこと。そういうこと・・・」

　ともだちはまどろみながら、落ちそうになっているチョビの足をかかえこんでもとにもどす。

「だろ。そしたらさ、わたしが生まれてきたっていみは、そういう不幸をなくすてつだいをする

ことじゃないかっておもうんだよ。ギーみたいに」



「そんなたいそうなことが、あんたにできるもんか」

「そんなこた、やってみなけりゃわかんないぜ」

「そんなこた、やってみなくたってわかるよ。一目瞭然さ。だったら、まず、その濡れそぼって

ぶよぶよで、でぶった腹をどけて、あたしのせなかからおりて、 自分の足で立って、笑顔をふり

まいて、歌いながらも陽気なあしどりであるいてみせなよ。チョビ。そんで片手、片足でもっ

てピョンピョンとはねてさ、あそこ の自動販売機でわたしに気前よくでもリンゴジュースをおご

んな、あんた。いまのチョビをうしろからみたら、ぶざまなもんだぜ。きょうだい、血をだして

、し みるしみるガーゼでふいてないてさ。」

チョビの顔が少し、つちけいろになる。

「アーアーそうじゃないんだってワカッテナイナア！。そんなちいさいことじゃないんだよ。サ

はほんとに、ばかだなあ

ワカラズヤだし。」

ムッとしてチョビのともだちは口をつぐんだ。口のわきから声をもらす。

「わかりゃしないよ。あたしは、あんたみたいなやりかたが嫌いだよ。どっちにしろ嫌いなのさ

。へばったふりばっかりして。あんただって、やりゃあできるん だって、わたしおもうよ。見る

ばかり、見せるばかりで、ときどき、バカじゃないかって、本気でそう思うぜ。トンチキ」

「そりゃあそうなんだ。おれもそうおもってるんだ。このうずらあたま」

「じゃ、あるきな。ほら」

「オットット。」

「あるきなよ、ほら」

「オットット。」

あるきなよ、なかなか降りないね、こいつ。ほら。オットット。オットット・・・

チョビとそのともだちは五番街の本通りの、ゴムぐつが目印の小さな運送店で働いている。
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